
平成23年度予算編成に
向けた措置

２．具体的な取組

１．新たな取組の狙い

科学・技術関係予算の重点化・効率化に向けた取組について

「当面の重要課題」と「資源配分方針」を有機的に結びつけ、各府省の概算要求と総合科学技術会議の方針との
整合性を高めて科学・技術関係予算の重点化・効率化を実現するために、新たに以下の取組を実施

科学・技術重要施策アクション・プラン

（４月下旬）

科学・技術政策の
当面の重要課題

資源配分方針の
基本指針

資源配分方針

（2月末） （４月上旬） （６月頃）

我が国の課題解決に不可欠な
科学・技術分野の推進施策
→予算編成に活用

各府省による
概算要求

： 新たな取組

次年度に国として取り組むべき主要な個別施策群をポートフォリオ化するなどの推進方法を明記
平成２３年度は新成長戦略（基本方針）を踏まえ、①グリーン・イノベーション、②ライフ・イノベーション等を中心に検討

各府省連携の推進・予算の重複排除

各府省はこの基本方針を踏まえて次年度の概算要求を検討 予算編成に関する総合科学技術会議の方針を各府省に徹底

科学・技術重要施策アクション・プラン及び資源配分方針に示された優先度を反映した具体的な予算措置が不可欠

（８月頃）

３．取組の実効性の確保

（策定に向けた検討）

【予算編成に向けた総合科学技術会議の取組】

○科学・技術重要施策アクション・プランの策定

○科学・技術に関する予算等の資源配分の方針の基本指針の策定

【これまでの取組】
○概算要求前に総合科学技術会議が資源配分方針を提示するのみ（具体的施策については各府省の判断）

【新たな取組】
○概算要求前に、新成長戦略（基本方針）を踏まえた上で、総合科学技術会議が具体的な個別施策群のポート
フォリオ化を推進し、各府省に対し、総合調整を行うことにより、科学・技術関係予算の重点化・効率化を実現
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